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優しく強い子に！ 南のアンパンマンが観た４・５年生の良い所
〇ＧＫからＳＢ→ＳＨへとビルドアップができるよう
になってきた。でも渡り録への攻めが課題。
でも，ＢがＳＨにパスをした後，クロスオーバーの
攻めが観られるようになってきた。岩崎君･古積君･
大谷兄弟

〇渡り廊下でドリブル突破､ランウイズザボールが観
られた。 服部君（金田ダンス）･一護君（ｗタッチ）
石橋君（マルセイユルーレット）

〇ＧＫが大きな声で的確なコーチングができる。ディ
レイ！･シール！・つるべ！ｅｔｃ

〇エンクルージャー（数的優位）でボール
を奪えるよ うになってきた。
解決したい課題
〇リテイク・アジリティ スプリントで奪い返す

h〇ボールに行くより先に相手にアーリーヒット！
ttp://www.minamih.net/ 〇もっとドリブルの技を磨こう！
１７・ １・１４（土）〇遠く広く５つを観て，ｔｈｉｎｋ ｂｅｆｏｒｅ！
南ＮＥＷＳ ＮＯ９５ 受ける前に判断･選択して実行･反省！次へ活かす！

〇みんなでもっと喋って試合を楽しむ！
（試合内容について）
１・二日間を通して、矢上代表からいろいろなことを教えていただきました。いつも練習で
教えていただいていることですが、相手が目の前にいる場でのご指導はたいへん重要で、身
につきやすいものです。選手たちはそれをGAMBAノートに整理して、しっかり学んで
欲しいと思います。
２・なぜGAMBAノートに整理して欲しいのでしょうか？ 教えていただいたことを理
解していない、または混乱したままやろうとする選手が多いと感じたからです。「いつ」「ど
こで」こうしたアドバイスを実践・応用するのかがたいへん重要だからです。たとえば、『技
を使う』のはどこでやるのががよいのでしょうか？ アタッキングサード（点を取る教室）、
ミドルサード（ボールを奪いあう教室）、ディフェンシブサード（守る教室）、そして両サイ
ド（渡り廊下）のどこでしょうか？ 『数的優位』を作るためにボールへ寄ることばかり意
識して、自分がマークしておくべき相手を忘れてしまっていないでしょうか？ 『北斗七星』
と教わったら、とりあえずボールホルダーへ寄っておこう、とゆるいスピードで何歩か近づ
く、でも近づくだけ…ということをしていないでしょうか？
『技を使う』のも、「いつ」「どこで」どんな技を使うと効果的でしょうか？ 相手を背負
ってボールを持っているときにライトアングルをしたら、かんたんに奪われますよね。相手
を背負ったときはどんなフェイントが有効だと教わりましたか？ 混雑した中で相手の足を
かわすのはどんな技でしょうか？ 自分でまとめ、わからないことは、どんどんコーチに尋
ねましょう。
３・南の選手は、「ボールが今、どこにあるのか」を認識し、それに適したプレーを選ぶこ
とをもっと学ぶ必要があります。ディフェンシブサードでの『ビルドアップ』は、ボールを
確実にミドルサードへ運ぶことを狙います。蹴ってしまうと、どちらのボールでもない五分
五分の状態（確実ではない）を作ってしまいます。とくにボールがあるサイドで単純に前に
蹴ると相手ボールになる確率が高くなります。ボールサイドには相手が人数を集めてくるか
らです。『渡り廊下』では、相手が少ないサイドのスペースをできるだけ速く突破し、相手
に数的優位を作らせる前にアタッキングサードへボールを運びます。言葉を覚えるだけでな
く、それを「どこで」「いつ」使うのか、いつもイメージしましょう。
４・「教えていただいたことができれば」、優勝した新座片山のようなサッカーができるはず
です。このチームは 1位パートの中でどこよりもシンプルで力強く、速いサッカーをして
いました。ボールをアタッキングサードで持った選手はドリブルでどんどん突破を狙いま
す。ストップゴーも軸足にチョン、とボールを当てて前へ押し出すなど、豊富なアイディア
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と技術をトップスピードで見せていました。単純にインサイドで切り返すことはほとんどな
く（みんな、インサイドで切り返して相手にぶつけることがよくありますよね？）、アウト
サイドで逆を取るプレー、緩急で一気に裏を取るプレーも目立ちました。でも、個人技だけ
ではありません。ボールを持っていない選手が追い越していき、協力しての突破を狙ったり、
ペナルティエリアのスペースへダイアゴナルランをしたり全員が考えながらプレーしていま
す。また、そうした味方をボールを持ちながらしっかり見ています。

（サッカーへの取り組みについて）
1位パート決勝で敗れた白百合は、得点差こそ 0-4と開きましたが、徐々に
新座片山の激しいサッカーに慣れ、後半 10分過ぎには、何度もすばらしい
攻撃を繰り出していました。自陣サイドでの一対一の攻防も最初は負け続けていましたが、
後半はかなり勝っていました。前半よりずっと厳しく当たってボールを奪い、さらにぐっと
体を入れてスクリーンして奪いきり攻撃につなげるよう工夫しはじめたのです。わずか 40
分の間に大きく成長したのだろうと思います。今後、強い相手と試合を重ねれば、すぐに対
等の勝負ができるようになるでしょう。
その白百合の選手は自分のバッグや衣類をきれいに整頓していました。一方、南の選手は脱
いだものは地面に放り投げ、最後は必ず誰かしら忘れ物をします。これが強さの違いを生ん
でいる、と言うとサッカーとは関係無いのに、サッカーにかこつけて生活態度まであれこれ
言われる、と感じる選手もいるかも知れません。でも、これは（白百合さんに聞いたわけで
はないので、おそらく、ですが）『靴並べ』と言って、自分の身の回り、チームの備品をみ
んなで整理整頓していくことで選手が自立し、競技でも強くなろうとする取り組みの一つで
す。広島観音寺高校サッカー部は、この『靴並べ（正確には、ボトムアップ理論）』を実践
し、週に 2日、2時間の全体練習で全国制覇（2009年）しました（選手はそれとは別に自
主練習をしています）。この高校の選手はGAMBAノートを毎日書いています。監督の畑
喜美夫さんが、この取り組みについて本（『子どもが自ら考えて行動する力を引き出す魔法
のサッカーコーチング』KANZEN刊）を書いているので興味がある人は読んでみてくだ
さい。

（良かったこと）

南の選手のサッカーへの学びに問題を感じた大会でしたが、一方で学んだことを判断よく実践

している選手もいました。とくに佐藤君はアタックとカバーの判断がすばらしく、献身的なプレ

ーでチームの大きな力となっていました。哲平君、倫平君はマークする相手をしっかり見ておく

こと、体格の差を感じさせない勇気あるアタック、適切な体の向き（ボディシェイプ）、奪って

から渡り廊下をランウィズザボールするなど本当に良いプレーを続けています。蛯名君はコーチ

ング、ビルドアップ時の判断に大きな成長を見せました。失点は多かったですがGKとしてはほ
ぼノーミスでした。

また、内田君はアウトサイドを上手く使ったドリブル、ペナルティエリア内でのキックフェイ

ント、ライトアングルは、強い相手にも通用する可能性を感じさせました。石橋君はルーレット

など技もよく見せていましたが、なによりもチーム内で最も視野が広く、二手先のプレーを考え

ているのがすばらしいです。また、それを積極的に仲間にコーチングしていました。強い闘争心

が裏目に出ることもありますが、味方を励ますコーチングにも取り組み、努力しているのがよく

わかりました。

今度名古屋グランパスエイトの監督となった風間八宏さんは小学５年生からサッカーを始め、

現役時代は日本代表選手、ブンデスリーガーにもなっています。まだまだこれからです。がんば

りましょう！ ｂｙ中村コーチ
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